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1.  平成23年2月期第2四半期の業績（平成22年2月21日～平成22年8月20日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第2四半期 125,032 △3.7 △141 ― △304 ― △436 ―

22年2月期第2四半期 129,808 ― △1,949 ― △1,996 ― △1,318 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第2四半期 △23.26 ―

22年2月期第2四半期 △70.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第2四半期 108,989 18,143 16.6 965.78
22年2月期 112,797 18,653 16.5 993.32

（参考） 自己資本  23年2月期第2四半期  18,123百万円 22年2月期  18,640百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年2月期 ― 0.00

23年2月期 
（予想）

― 10.00 10.00

3.  平成23年2月期の業績予想（平成22年2月21日～平成23年2月20日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 256,000 △1.1 1,900 292.7 1,600 265.8 970 0.9 51.63



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期2Q 18,787,619株 22年2月期 18,787,619株

② 期末自己株式数 23年2月期2Q 22,160株 22年2月期 21,864株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期2Q 18,765,599株 22年2月期2Q 18,764,602株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間における九州経済は、企業収益や雇用環境に緩やかな回復の兆しが見られるものの、景

気の先行き不透明感から個人消費は伸び悩み、当社を取り巻く環境は大変厳しいものでした。 

このような状況のなか当社は、お客さまの低価格志向や多様化するニーズに対応するための店づくりを進めて

まいりました。 

＜当第２四半期累計期間の取り組み＞ 

・全国のイオングループの直営店舗とショッピングセンター内に出店している専門店の総力を結集して行う全国

一斉セールとして、「いまこそ値下げの５日間」を３月下旬に、「みんなに値下げの５日間」を６月中旬に実施

し、集客に大いに貢献いたしました。 

・イオンのプライベートブランド「トップバリュ」では、吸汗速乾機能に加え抗菌・防臭機能を付加したインナ

ー「トップバリュ クーリッシュファクト」や、新ジャンルビール類「トップバリュ バーリアル」などを積極

展開いたしました。 

・本年１月より開始したサイクルショップの路面店展開では、３月に「イオン サイクルショップ南ヶ丘店」（福

岡県大野城市）、７月に「イオン サイクルショップ屋形原店」（福岡市南区）を開店するとともに、ショッピン

グセンター内への展開として３月に「イオン戸畑ショッピングセンター」内に１店舗を開店いたしました。当

期は福岡市周辺での店舗開設を進めてまいります。 

・地産地消の推進では、食料品を中心に店舗ごとに地場産品の積極的な販売に努めるとともに、「情熱！宮崎フェ

ア」「福岡うまいものフェア」など、九州各県の特産品を当社のジャスコやサティの 43 店舗で販売する取り組

みを行ってまいりました。このうち、「情熱！宮崎フェア」では、開催にあたり「口蹄疫」被害への支援募金を

フェア開催店舗にて実施いたしました。 

・店舗展開では、４月に「戸畑サティ」（福岡県北九州市）を「イオン戸畑ショッピングセンター」と名称変更し

てリニューアルオープンし、新たなＧＭＳ（総合スーパー）の構築に取り組みました。 

また、当社のホームセンター運営のノウハウを活かすとともに、地域のお客さまに必要な商品は何かと考え、

今までのホームセンターの品揃えを見直し、新たな商品の展開と魅力ある価格を実現するため、新しいスタイ

ルのホームセンターとして６月 10 日に「スーパーワイドマート佐伯店」（大分県佐伯市）を開店いたしました。 

・お客さまのお買物の利便性向上に向けイオンの電子マネー「ＷＡＯＮ」の拡大に継続的に取り組み、当第２四

半期末における当社での発行累計枚数は約 87 万枚となりました。さらに、本年４月より当社店舗の直営売場や

専門店で、九州旅客鉄道株式会社の発行する「ＳＵＧＯＣＡ」の電子マネーによる決済が可能になりました。 

＜当第２四半期累計期間の概況＞ 

このような取り組みにより、第２四半期会計期間（５月 21 日～８月 20 日）の既存店客数は前年同期に比べ

99.4％と回復傾向にあります。既存店売上高は 98.2％となりましたが、これは戦略的な低価格戦略を進めたこと

によるものであり、当初計画とおりに推移いたしました。しかしながら、春先の低気温の影響を受け春物衣料や

園芸関連商材の売上が伸び悩んだことにより、当第２四半期累計期間の既存店売上高は前年同期比 96.9％となり

ました。 

売上総利益では、継続的な在庫削減や売価変更の削減の取り組みを進めた結果、売上総利益率は 26.9％となり、

前年同期に比べ 0.5 ポイント改善いたしました。 

経費面では、ローコスト経営の推進を経営の重要な課題と捉え、コスト構造改革に努めてまいりました。特に

従業員全員参加による経費削減の取り組みとして実施した「チリ山キャンペーン」や店舗運営コストの見直しに

よる設備費の削減などにより、販売費及び一般管理費で前年同期に比べ 26 億 42 百万円の削減ができました。 
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この結果、当第２四半期累計期間の営業収益は 1,250 億 32 百万円（前年同期比 3.7％減）、営業損失は経費削

減効果や売上総利益率の改善により前年同期から 18 億８百万円改善し１億 41 百万円、経常損失は３億４百万円

（前年同期に比べ 16 億 92 百万円改善）、四半期純損失は４億 36 百万円（前年同期に比べ８億 81 百万円改善）と

なりました。 

 

(２) 財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

【資産】 

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べて 38 億７百万円減少し、1,089 億 89 百万円となり

ました。これは主に在庫削減に努めたことによる商品の減少及び減価償却等に伴う固定資産の減少によるもので

す。 

【負債】 

当第２四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べて 32 億 97 百万円減少し、908 億 45 百万円となり

ました。これは主に、借入金は増加したものの買掛金及び預り金が減少したことによるものです。 

【純資産】 

当第２四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べて５億 10 百万円減少し、181 億 43 百万円とな

りました。これは主に利益剰余金の減少によるものです。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は前事業年度末に比べ３億 35

百万円減少し、38 億 92 百万円となりました。 

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりです。 

【営業活動によるキャッシュ・フロー】 

営業活動による資金の減少は 16 億 12 百万円となり、前年同期に比べ 57 億８百万円の支出増加となりました。

これは主に、前事業年度末日が銀行休業日であったため預り金及び仕入れ債務の支払いが持ち越されたことや、

未収入金の増加によるものです。 

【投資活動によるキャッシュ・フロー】 

投資活動による資金の減少は９億 54 百万円となり、前年同期に比べ 25 億 79 百万円の支出減少となりました。

これは主に、新規出店や既存店改装投資の見直しを行い投資コストの抑制に努めたことによるものです。 

【財務活動によるキャッシュ・フロー】 

財務活動による資金の増加は22億 31百万円となり、前年同期に比べ19億 11百万円の収入増加となりました。

これは主に、短期借入金の増加によるものです。 

 

(３) 業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間における業績につきましては、2010 年９月 16 日付「業績予想の修正に関するお知らせ」

に記載のとおり、営業利益、経常利益、四半期純利益について業績予想の上方修正を行っております。 

当社は、今後も安定的な成長を遂げるため、「お客さま」を経営の原点におき、時代の変化やお客さまニーズの

多様化に対応する新たな売場づくりに取り組んでまいります。しかしながら、今後も景気の先行き不透明感から

個人消費の伸び悩みが予想され、通期の業績予想につきましては、本資料発表時点において修正はありません。 
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２．その他の情報 

(１) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

 

(２) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。 
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末 
(2010年８月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(2010年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,892 4,228

受取手形 93 119

売掛金 1,208 1,032

商品 23,430 26,435

その他 6,648 5,440

貸倒引当金 △12 △0

流動資産合計 35,261 37,254

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 35,207 35,663

その他（純額） 14,465 15,583

有形固定資産合計 49,672 51,247

無形固定資産 163 149

投資その他の資産   

差入保証金 16,558 16,702

その他 7,343 7,474

貸倒引当金 △9 △30

投資その他の資産合計 23,892 24,146

固定資産合計 73,727 75,542

資産合計 108,989 112,797

負債の部   

流動負債   

支払手形 1,657 2,198

買掛金 23,334 26,395

短期借入金 11,700 10,300

1年内返済予定の長期借入金 3,407 5,258

コマーシャル・ペーパー 8,000 7,000

未払法人税等 162 691

賞与引当金 756 593

役員業績報酬引当金 12 6

店舗閉鎖損失引当金 69 －

その他 13,924 15,771

流動負債合計 63,023 68,215

固定負債   

長期借入金 16,739 14,868

その他 11,082 11,059

固定負債合計 27,821 25,928

負債合計 90,845 94,143
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（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末 
(2010年８月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(2010年２月20日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,144 3,144

資本剰余金 9,192 9,192

利益剰余金 5,055 5,679

自己株式 △40 △39

株主資本合計 17,351 17,976

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 771 663

評価・換算差額等合計 771 663

新株予約権 20 13

純資産合計 18,143 18,653

負債純資産合計 108,989 112,797
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(2) 四半期損益計算書 
【第２四半期累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期累計期間 
(自 2009年２月21日 
 至 2009年８月20日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2010年２月21日 
 至 2010年８月20日) 

売上高 122,144 117,554

売上原価 89,839 85,898

売上総利益 32,304 31,656

その他の営業収入 7,664 7,478

営業総利益 39,968 39,134

販売費及び一般管理費 41,918 39,275

営業損失（△） △1,949 △141

営業外収益   

受取利息 － 40

テナント退店違約金受入 86 18

補助金収入 50 －

その他 100 50

営業外収益合計 237 108

営業外費用   

支払利息 259 221

その他 25 49

営業外費用合計 284 271

経常損失（△） △1,996 △304

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 3

特別利益合計 － 3

特別損失   

固定資産除売却損 10 7

減損損失 － 109

店舗閉鎖損失 32 69

開発物件撤退処理損失 － 57

その他 2 －

特別損失合計 44 243

税引前四半期純損失（△） △2,041 △545

法人税、住民税及び事業税 107 92

法人税等調整額 △830 △201

法人税等合計 △722 △108

四半期純損失（△） △1,318 △436
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【第２四半期会計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期会計期間 
(自 2009年５月21日 
 至 2009年８月20日) 

当第２四半期会計期間 
(自 2010年５月21日 
 至 2010年８月20日) 

売上高 62,534 61,161

売上原価 45,703 44,311

売上総利益 16,831 16,849

その他の営業収入 3,831 3,788

営業総利益 20,662 20,638

販売費及び一般管理費 21,017 19,964

営業利益又は営業損失（△） △354 673

営業外収益   

受取利息 － 20

テナント退店違約金受入 71 18

その他 52 14

営業外収益合計 123 53

営業外費用   

支払利息 130 111

その他 14 3

営業外費用合計 144 115

経常利益又は経常損失（△） △375 611

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 3

特別利益合計 － 3

特別損失   

固定資産除売却損 7 5

減損損失 － 109

店舗閉鎖損失 4 69

開発物件撤退処理損失 － 57

その他 2 －

特別損失合計 13 241

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △389 372

法人税、住民税及び事業税 39 42

法人税等調整額 △149 171

法人税等合計 △110 214

四半期純利益又は四半期純損失（△） △279 158
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期累計期間 
(自 2009年２月21日 
 至 2009年８月20日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2010年２月21日 
 至 2010年８月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △2,041 △545

減価償却費 3,162 2,824

減損損失 － 109

賞与引当金の増減額（△は減少） 104 162

退職給付引当金の増減額（△は減少） 94 －

受取利息及び受取配当金 △66 △61

支払利息 259 221

有形固定資産除売却損益（△は益） 10 7

売上債権の増減額（△は増加） △578 △150

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,203 3,004

未収入金の増減額（△は増加） 294 △1,119

仕入債務の増減額（△は減少） △2,235 △3,601

預り金の増減額（△は減少） 1,606 △1,933

その他 813 310

小計 4,627 △771

利息及び配当金の受取額 36 32

利息の支払額 △264 △266

法人税等の支払額 △304 △607

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,096 △1,612

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,384 △992

差入保証金の差入による支出 △46 △16

差入保証金の回収による収入 418 195

預り保証金の受入による収入 96 188

預り保証金の返還による支出 △486 △264

長期前払費用の取得による支出 △128 △36

その他 △3 △29

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,534 △954

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） － 1,400

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 3,000 1,000

長期借入れによる収入 － 4,300

長期借入金の返済による支出 △2,547 △4,280

自己株式の増減額（△は増加） △0 △0

配当金の支払額 △131 △187

財務活動によるキャッシュ・フロー 320 2,231

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 881 △335

現金及び現金同等物の期首残高 3,397 4,228

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,279 3,892
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(４) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(５) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

 

イオン九州㈱（２６５３）2011年２月期 第２四半期決算短信（非連結）

10




